	ダイカスト製造業


ダイカストの生産は、生産の海外シフト等の影響により平成27年以降、弱含みで推移している。英国のEU離脱による急激な円高の影響は、今のところ影響は出ていないとしつつも、今後を不安視する声が多く聞かれた。
各産業からの受注に依存せざるをえない業界であるため、積極的な設備投資や人材確保･育成など、様々な対応を企業レベルで行っているものの、業界が独自に現状を打破することは困難である。したがって業界からは異口同音に「先が見通しにくい」との声が多数聞かれた。
業界概要
ダイカストとは、金型をダイカストマシンに取り付け、溶融金属（アルミニウム合金、亜鉛合金、マグネシウム合金等）を金型に圧入することによって、高精度で鋳肌の優れた鋳物を大量生産する生産方法である。ダイカストの生産工程はほぼ自動化されていることや、1つの金型で数万回繰り返し生産できるために、非常に生産性・経済性が高く、量産向きの生産方法である。ダイカストのその他の特徴では、寸法精度が良い、鋳肌が平準、機械的強度が高い、薄肉の鋳造ができる、めっきや塗装などの表面処理が可能などの特徴が挙げられる。
ダイカスト材料の使用割合（平成27年；数量ベース）では、アルミニウムが最も多く97.6％、亜鉛が2.1％、マグネシウム等のその他材料が0.4％と、原材料ではアルミニウムの使用量が圧倒的に多くなっている（経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計年報』）。

アルミダイカストの市場分野（平成27年）では、自動車用が88.0％と、自動車産業の依存度が高い（経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計年報』）。
従業員別事業所数の構成比をみると、９人以下が35.4％、10～19人が26.2％、20～29人が13.3％と、30人未満の中小事業所が74.9％を占めている（経済産業省『平成26年工業統計調査　産業編』）。
大阪の地位・特徴

平成26年のダイカスト製造業（アルミニウム・同合金ダイカスト製造業＋非鉄金属ダイカスト製造業）の事業者数では、大阪府は40事業所、製造品出荷額等は243.1億円で、全国シェアはそれぞれ6.6％、3.7％となっている。ダイカスト製造業の立地は、広島県、愛知県、静岡県、富山県で製造品出荷額等が多く、大阪は全国８位となっている（経済産業省『平成26年工業統計調査　細分類編』）。
大阪企業の特徴では、売上に占める輸送用機器のウェイトが全国水準と比較すると低く、産業機械や電気機械などの他の分野の比率が大きいのが特徴である。ただし近年、産業機械や電気機械の仕事は減少しているため、輸送用機械の比率が徐々に高まっている。
受注は弱い動き
自動車産業の活況によりダイカスト業界は16年以降生産量が増加し、19年には過去最高の生産額(1,158千ｔ)を記録した。しかしリーマンショックに伴う景気後退等により、生産額は３割程度減少、21年には756千ｔまで落ち込んだ。その後回復、東日本大震災や円高等を背景とした減少を経て、24年に４年ぶりに1,000千ｔを超えるなど、自動車産業の回復に合わせて生産額も回復し、26年はリーマンショック前と比較して１割減という状況に至った。
しかし、27年以降、生産量は前年を若干下回ることが多くなり、生産額は弱含みで推移している。受注先企業によるダイカスト製品をグローバルに調達する動き、海外進出に伴う現地生産拡大傾向の強まりが大きく影響している。ここ２年程度続いた円安基調によって「国内での引き合いが増えた」「発注数量が増えてきた」とする声も一部で聞かれたが、「全く影響がない」とする企業が多かった。
現状は、生産の海外シフト等を主な要因として、国内での仕事が減少傾向にあるほか、中国などの経済成長鈍化等の影響もあり、受注は弱含みで推移している。なお、英国のＥＵ離脱に伴う急激な円高の影響については、今のところ影響は出ていないとしつつも、今後を不安視する声が多く聞かれた。
製品価格、原材料価格は今のところ安定
自動車業界のみならず、顧客からの値下げ要請は絶えずあるものの、製品価格は今のところ安定している。また、国内におけるアルミニウムのリサイクルシステムがある程度確立していることにより、原材料価格も安定している。ただし、受注減少の弱含みで推移しているため、製品価格の低下が懸念されるなど、先の見通しを楽観できる状況にはない。
設備投資は底堅い、新規採用は継続
国内生産縮小・海外生産拡大の流れを受けて、海外に工場を有している企業では、旺盛な海外需要に対応するべく、海外での設備投資を積極的に行う予定にしている。

一方、国内では、設備の維持・補修程度にとどめているとする企業が多い。ただし装置産業であるがゆえにその費用は、毎年５千万円から１億円程度とのことである。また、付加価値の向上を目指し、金型製造や、切削加工・塗装といった後工程を積極的に内製化し、それにともなって試作型や試作品を作るための３Ｄプリンタやマシニングセンタなど新規の設備投資を行う企業や、品質を担保すべく検査機器を導入した企業、さらには環境問題への対処や、あるいは空調の整備等、従業者の職場環境に対処するための設備投資を行っている企業もあり、業界全体として設備投資は底堅い動きといえる。
雇用では、国内での生産量が今後も伸びないことが予想されるため、国内での従業者数を減少させている企業が多い。しかし、技能継承や組織運営等への影響を軽減すべく、毎年新規採用を行っている企業もある。
従業者が製造工程において「戦力」となるには３年程度かかるといわれ、各社は人材育成にも余念がない。しかし、業界における若年層の離職率は決して低くなく、したがって外国人研修生を活用せざるを得ないとする声も多数聞かれた。
資金繰りの面では、特に問題であるという声は聞かれなかった。
今後の見通し
大量生産でき、かつリサイクル性にも長けたダイカストは自動車のみならず多様な製品に必要不可欠であり、同業界における倒産も近年なく、わが国の安定した基幹産業ともいえる。
しかし近年、大手企業を中心とした生産拠点の海外移転により、国内での受注減少を予想する声は多い。そのため、自らも海外進出することにより企業グループ全体での受注減少の軽減を図ろうとする企業、金型や後工程の内製化などの対応により、あくまで国内事業での展開を図ろうとする企業など、様々に対応している。
ただし、自動車をはじめとした各産業からの受注に依存せざるをえない業界であるがゆえ、ダイカスト業界が独自に、現状を打破することは困難である。したがって業界からは異口同音に「先が見通しにくい」との声が多数聞かれた。
（田中　宏昌）
ダイカストの生産推移（全国）
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平成23年　 930,474 -5.1 557,736 -3.2 902,028 -5.0 513,386 -2.8 780,694 -5.3 417,176 -2.4

24　　 1,006,286 8.1 580,614 4.1 978,523 8.5 538,278 4.8 860,793 10.3 448,102 7.4

25　　 984,842 -2.1 568,674 -2.1 958,503 -2.0 532,851 -1.0 851,841 -1.0 448,879 0.2

26　　 1,001,099 1.7 587,431 3.3 975,508 1.8 553,149 3.8 869,473 2.1 468,556 4.4

27　　 977,481 -2.4 584,814 -0.4 953,570 -2.2 555,179 0.4 849,252 -2.3 469,392 0.2

平成28年   1月 76,771 -4.6 45,453 -5.4 74,966 -4.6 43,252 -5.4 66,976 -3.9 36,698 -3.8

2月 78,510 -3.9 46,781 -4.2 76,747 -3.8 44,457 -4.1 68,260 -3.7 37,516 -3.9

3月 89,023 3.0 52,760 2.4 87,011 3.3 50,322 3.1 78,094 4.3 43,063 4.6

4月 79,324 -1.1 46,875 -3.1 77,525 -0.7 44,512 -2.8 69,275 0.0 37,871 -1.9
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平成23年　 23,831 -11.0 39,978 -7.3 13,930 -12.1 32,242 -6.7 4,615 -7.0 4,373 -11.9

24　　 22,981 -3.6 38,328 -4.1 14,604 4.8 31,088 -3.6 4,783 3.6 4,008 -8.3

25　　 21,707 -5.5 32,121 -16.2 12,615 -13.6 24,673 -20.6 4,632 -3.2 3,702 -7.6

26　　 21,009 -3.2 30,436 -5.2 11,826 -6.3 23,030 -6.7 4,582 -1.1 3,846 3.9

27　　 20,307 -3.3 26,508 -12.9 11,001 -7.0 18,618 -19.2 3,603 -21.4 3,127 -18.7

平成28年   1月 1,518 -5.2 1,332 -9.4 784 -4.0 1,340 -7.9 287 -0.9 278 21.8

2月 1,487 -9.4 1,440 -8.6 750 -22.5 1,450 -9.5 276 -10.5 292 10.8

3月 1,669 -9.8 1,448 -13.6 899 -6.3 1,461 -13.4 344 2.1 328 20.0

4月 1,517 -19.4 1,326 -11.5 717 -25.6 1,347 -21.5 283 10.9 326 35.8
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（資料）経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計』
（注1）常用従業者4人以上の事業所。
（注2）「前期比」について、年においては前年比、月においては前年同月比。
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